
日 時日 時 会 場会 場

DIC64 DIC109 K

第44回施設園芸総合セミナー・機器資材展

2月9日（木）12時より
　　　　  10日（金）17時まで

　令和5年度の施設園芸総合セミナー・機器資材展をご案内いたします。
今回は、「SDGs対応の展望・課題とスマートグリーンハウス展開に向けて」をメインテーマに、
2部構成で2日間に亘り開催します。また、企業製品プレゼンテーションや、施設園芸・植物工
場関連の最新の機器資材を展示します。
　是非ご参加いただき、施設園芸技術と経営の向上にお役立て下さい。

SDGsに対応した
施設園芸の課題と展望

スマートグリーンハウスの
現状と課題第1部 第2部

12：00開場  13：00開会 9：20開場  10：00開会

機器資材展のお問い合せは、園芸情報センターへ
TEL.03（3233）3634
E-mail engei@agripress.co.jp

第44回施設園芸総合セミナー・機器資材展

13：00～13：20 開会　主催者挨拶および来賓祝辞
13：20～13：40 農山漁村における自律分散型

エネルギーシステムの技術戦略策定　
NEDO 技術戦略研究センター 新領域・融合ユニット長 櫻谷 満一 氏

13：40～14：20 再エネを地産地消する農山漁村エネル
ギーマネジメントシステム（VEMS）とゼロ
エネルギーグリーンハウス（ZEG）の取り組み
農研機構 農村工学研究部門 地域資源利用・管理グループ長補佐 石井 雅久 氏

14：20～14：50 再エネ利用による宮古島植物工場実証の取り組み
電力中央研究所 グリッドイノベーション研究本部研究推進マネージャー 庄子 和博 氏

（14：50～15：20 出展者プレゼンテーション・機器資材展示見学）
15：20～16：00 資源循環を目指した農廃プラを含む

廃プラ処理の現状と課題　
名古屋大学 名誉教授 竹谷 裕之 氏

16：10～16：40 ゼロエミッションに向けて
　施設園芸が考えなければならないこと　

（公財）園芸植物育種研究所 理事長 丸尾  達 氏
16：40～17：00 パネルディスカッション
　　　　　　　　「ゼロエミッションに向けた

エネルギー利活用と資源循環」　
コーディネーター：（一社）日本施設園芸協会 理事兼参事　岡田 邦彦

　パネラー：第１部 講演者、農林水産省施設園芸関係担当官

（17：00～17：30 機器資材展示見学）

2月18日㈮2月9日㈭2月9日㈭ 2月10日㈮

〈主催〉
〈協賛〉

一般社団法人  日本施設園芸協会
全国農業協同組合連合会、全国野菜園芸技術研究会
     （一社）全国農業改良普及支援協会、（一社）農業電化協会

◎参加申込書・申込方法は裏面に☞

施設園芸機器資材展

10：00～10：30 スマートグリーンハウスなど
施設園芸関係施策について　

農林水産省農産局園芸作物課 課長補佐 浅見 武人 氏
10：30～11：00 ICTエンゲージメント環境整備と自走型チームの育成

絹島グラベル 代表 長嶋 智久 氏
11：00～11：30 データを活用した作業管理と人事評価の連動

㈱いわて若江農園 代表 若江 俊英 氏
（11：30～13：00 出展者プレゼンテーション・昼食休憩・機器資材展示見学）
（13：00～13：10 施設園芸技術指導士資格取得者紹介）
13：10～13：50 計算できるキュウリの生産管理を目指して

スタディクラブ ラプター会 会長・やまのうえ農園 代表 山ノ上 慎吾 氏
13：50～14：30 スマートグリーンハウス展開推進のための人材育成

JA全農 耕種総合対策部 施設園芸企画室長 吉田 征司 氏
14：30～15：00 施設園芸分野における

情報の標準化と農機APIの取組　
岡山大学 環境生命科学学域 教授 安場 健一郎 氏
― 15：00～15：10 休憩 ―

15：10～16：30 パネルディスカッション
　　　　　　　　　「スマートグリーンハウスの展開を目指して」
コーディネーター：農研機構 野菜花き研究部門 研究推進部長 東出 忠桐 氏

パネラー：第２部講演者、農林水産省施設園芸関係担当官 　　　　
（16：30～17：00 機器資材展示見学）

― SDGs対応の展望・課題とスマートグリーンハウス展開に向けて ―― SDGs対応の展望・課題とスマートグリーンハウス展開に向けて ―

３月３日(金) ～２４日(金)に、オンデマンド配信を予定しております。参加
費は会場での参加費(テキスト代)と同額、６,０００円(税込み)、協会会員・
農業生産者は３,０００円です。なお、会場での参加費(テキスト代)をお支
払い頂いた方は、追加料金なしで視聴頂けます。申込み締め切りについて
は、会場参加とは異なる予定ですので、詳細は協会ＨＰでご確認下さい。

オンデマンド配信について

セミナーの期間を通じて、施設園芸に関わる最新の機器資材を展示します。
収量・品質向上、環境負荷軽減、低コスト化、省力化・作業労力軽減・
快適化などをめざした新機能資材・機器等です。

機 器 資 材 展

※開催内容・スケジュール等は、今後の新型コロナの
　感染拡大状況によって変更する可能性があります。

タワーホール船堀タワーホール船堀
大ホール大ホール

　令和5年度の施設園芸総合セミナー・機器資材展をご案内いたします。

2023年
2月9日㈭・10日㈮
2023年
2月9日㈭・10日㈮ （東京都江戸川区船堀4－1－1）
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参 加 者 氏 名 区分
（該当○印） 勤務先・部署名と所在地・電話番号

9日

参加希望
欄に○印

10日

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先：

※お申し込みは参加申込書を（一社）日本施設園芸協会へEメールでお送り下さい（FAX、郵送も可）。
　　　　　　申込締切：2023年1月27日㈮

参 加 申 込 書

☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

〈参加費（テキスト代）〉
一   般 …………………………………… 6,000円
（一社）日本施設園芸協会会員

及び農業生産者 …… 3,000円

〈申込方法〉　
参加申込書を（一社）日本施設園芸協会までEメール
で送信（FAXまたは郵送も可）
（申込受付後、参加証をEメール等にて送付します）

〈支払方法〉
当日現金支払い

〈申込締切〉
2023年1月27日㈮

【新型コロナ対策】
 ・会場内感染防止策として、ソーシャルディスタンスの確保、手指
の消毒、マスクの着用をお願いいたします。
 ・今後の感染拡大状況によっては、開催方法の変更や中止となる
可能性もありますので、あらかじめご了解下さい。

（一社）日本施設園芸協会　〒103－0004　東京都中央区東日本橋3－6－17
TEL. 03（3667）1631　FAX. 03（3667）1632

URL：https://www.jgha.com 　E-mail：jgha-seminar＠ml.jgha.com
https://www.agripress.co.jp/engei/2023s.htm［機器資材展］

● 参加のお申し込み・お問い合せ ●

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先： ☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先： ☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県

会場までの交通アクセス
都営新宿線

約30分（快速21分）

 JR総武快速線
約5分

京浜急行・
都営浅草線

徒歩
約5分 乗換

約2分
乗換
約5分

1駅 都営新宿線
約15分（快速10分）

東京

馬喰町秋葉原

馬喰
横山
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分
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堀

タワーホール船堀

東日本橋

羽田空港国内線ターミナル

所用時間として表示している時間は、状況によって異なります。目安としてご覧ください。

銀行

都営
新宿
線

一之
江→

●ホール内は飲食が禁止されていますので、昼食は会場施設内または
　周辺のレストラン等をご利用下さい。
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